
今の会社で働こうと思った理由は

＜編集後記＞【保護者の方へ】
あいさつや言葉遣いは放っておくと退化しやすいと言われています。学校という限られたコミュニティの中では、
これらを多少おろそかにしても不都合なく生活が出来るからです。学校や家庭で大人が良い見本を見せていく
ことが大切です。

元々内気な面があり、コミュニケーションを取ることが苦手で
した。そのため、学生時代は生徒会活動に取り組み、人前
で話すことやいろんな人と接することで、人見知りを少しでも
克服できるよう努力しました。また、高校の修学旅行の時
に、吉本新喜劇の舞台に上がる機会があり、そのことがきっ
かけで、人前で話すことへの恥じらいを吹っ切ることができま
した。今の会社で働くことを決めてからは、お客様の年齢層
が 幅広いことから、様々な人と話す機会が多くなると思い
ました。 臨機応変な対応ができるよう、細かいところまでの
気配りを 心がけるようになりました。接客時にお客様から「ありがとう」「満足した」と言われたこと

です。数時間対応するだけですが、喜んでいただけるとやり
がいを感じます。

郡上で暮らしていてよかったこと、不便に思う事
優しい人が多く、過ごしやすいのはもちろんですが、自然が
豊かで、食べ物がおいしいです。ただ、休日の過ごし方に悩
むことがあります。買い物へ行くにも、遠くまで出かけないとい
けないことが不便に感じます。また虫が苦手なこともあり、こ
の季節はカメムシに悩まされます。

これから就職活動を始める後輩へのメッセージ
就職活動を始めると、焦りや戸惑いが出てくると思います。
その時に慌てて行動するのではなく、落ち着いて情報を集
めてください。また迷ったときは自己分析をして、ゆっくりでい
いので、身体的にも精神的にも自分に合う仕事を見つけて

ください。

ホテルレインボーにて、レストランのフロアマネージャーをして
います。食事の給仕や接客といったレストラン業務が主な
仕事ですが、宴会時の会場設営などもしています。

言われて印象に残っていること
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学校が市外だったこともあり、市外での就職を考えていまし
た。ですが都会の喧騒が自分には合わず、郡上のように落
ち着いていて、過ごしやすい場所が働きやすいのではないか
と思い、こちらへの就職を決めました。また学生の頃から、
今の会社で冬期のアルバイトをしており、支配人から「一緒
に働かないか」と声をかけてもらいました。上下関係はありま
すが優しい方ばかりで相談もしやすく、自分の時間を確保
しやすい環境なので、とても居心地が良いと感じています。

どんな仕事をしていますか

東和観光株式会社

決められた時間を守ってる？ 　カラダの準備はできてる？

　皆さんは数ヶ月後には、社会人としての生活が始まります。そこには確実に学生時代と違う環境が待ってい
ます。“その時”が来て戸惑わないように、今から“社会に出る準備”を進めていきましょう！

郡上未来通信～輝く未来に向かって～
就職情報だより【令和４年１１月号】
郡 上 市 雇 用 対 策 協 議 会

◇社会人になる準備に取り組もう！！

　仕事によっては、不規則な労働時間や遅くまで
の残業があるかもしれません。また、職種によっ
ては、勤務時間のほとんどを立ちっぱなしで過ご
すこともあります。社会人生活に備えて「働き続け
られる体力づくり」「健康管理」がとても大切です。

　学校のように待っていれば教えてくれる環境で
はないので、積極的に学ぼうとする姿勢が大切で
す。自分から積極的に取り組む姿勢を身につけま
しょう。

あいさつや返事をさぼっていない？ 　学ぶ姿勢は身についてる？

　高校を卒業するまでに、“時間を守るのは当た
り前のこと”として行動できるようにしましょう。「決
められた時間よりも5分早めに行動すること」と「も
しも時間に遅れる場合は連絡すること」の２つは
必ず守りましょう。

　朝、職場に行ったらあいさつをする。話しかけら
れたら返事をする。あいさつや返事は社会人に
とって基本的なマナーです。学生のうちに身につ
けておきましょう

（資料出所　厚生労働省[高校生就職ガイダンス]より）

　『目標』に向かって出来なかったことが出来るよ
うになるまでがんばる。その「経験」がかけがえの
ない財産になるのです。身近な目標で構わないの
で、自分を向上させられる人生の目標を見つけて
下さい。

学生時代の思い出

　オトナの言葉遣いはできる？ 　目標を持って行動出来てる？

　社会人になってから多くの人が大変な思いをす

るのは「言葉遣い」だと言われています。言葉遣

いでいきなりつまづかないよう、早いうちからきち

んとした言葉遣いの習慣を身につけましょう。

☆先輩からのアドバイス☆


